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これまで私たちは２０２３年１１月「南武線におけるワンマン運転拡大について」の提案を受けて以降、労使議論を行いました

が施策に関する詳細が明らかにならないばかりか、横浜支社は「２０２５年３月ダイヤ改正および業務執行体制の見直し」をも

って形式的な提案を行い、一方的に施策実施を進めようとしたため２０２４年度申６号にて詳細提案を求めるも対立、２０２４

年度申７号では南武線ワンマン運転実施の一旦中止を求めましたが、最終的に議論が成熟することなく南武線はワンマン運転

の実施に至っています。現在、南武線のワンマン運転は実施から６カ月が経過し日々の運転状況や様々な事象やお客さまの声

などを鑑みる限り、安全・安定輸送、サービスの向上には程遠い現実であると認識しています。改めて南武線ワンマン運転実

施に伴う課題の解決を図るべく申し入れを行い交渉に臨みます。 

 

 

【解明項目】 

１． 南武線におけるご利用状況の実態と今後の見通しについて明らかにすること。具体的にはＳｕｉｃａの入出場記録、車両データ等

から詳細を示すとともに、今後の見通しについては自治体のデータ等を踏まえ見解を示すこと。 

２． 運転時分・乗降時分についてワンマン運転実施以前は基本的に遅れないように設定することが望ましいとしていたが実施後の

変更点を明らかにすること。 

３． ワンマン運転実施以降の引継ぎ時、折り返し時の基本動作・機器整備の手順について、以前は細かな手順については南武線オフ

ィスの指導によるとしていたが詳細を示すとともに、それに伴う労働時間の変更の有無について明らかにすること。 

４． 長編成ワンマンにおける停止位置修正の取り扱いについては中編成ワンマンを基本としたうえでエンド交換を行うとしていたが、

これによらない場合の取り扱いの詳細と考え方を示すこと。 

５． 乗降確認モニター故障時の取り扱いと復旧しない場合のフローを明らかにすること。 

６． ホーム上の安全確保については「確率論ではなく事象を限りなくゼロにしていく」とした以前の会社回答を踏まえ、ハード・ソフ

ト両面におけるワンマン運転実施後の変更点を明らかにすること。 

７． 車内秩序維持について客室指令間通話装置で対応していくとしていたが、使用実績と現状における課題を明らかにし、その他

の対策について示すこと。 

【８月８日付南武線の遅延対策について】 

１． 南武線ワンマン運転実施における横浜支社の認識する成果と課題、これに伴う自治体やお客さまの声、社員の意見を具体的に

明らかにすること。 

２． ワンマン運転実施以降の遅延発生状況とその遅延事由を明らかにし、要因分析の結果に至った具体的な根拠を示すこと。 

３． ワンマン運転を起因とする安全に関わる事象の定義を明らかにすること。                          次頁へ続く 
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取り組み内容（ハード面）について 

１． ワンマンドアＳＷの車両システム改修、発車メロディ音量の調整とあるが、それぞれ詳細を示し、現状のシステムを採用した経緯、

理由を明らかにすること。 

２． 障害物検知装置（３ＤＬＲ）の設定見直しについて、精度を高めるために検知設定の確認・調整を行うとあるが検証結果と詳細を

明らかにすること。 

取り組み内容（ソフト面）について 

１． 駅や車内におけるご案内の強化について内容を具体的に示すとともに、想定している対策の効果を明らかにすること。 

２． 「踏切事故０（ゼロ）運動」の継続的な取り組みの実施について、警備員配置における警備内容と配置する時間帯を示すこと。ま

た、その他に「列車が通過する直前の危険な踏切横断の防止にご協力をお願いする取り組み」を明らかにすること。 

３． 川崎駅ホーム混雑対応における一部エスカレーターの運用状況と効果について明らかにすること。 

４． オフピーク通勤の推進についてこれまでの取り組みと実績を明らかにすること。 

５． 社員の声等を踏まえダイヤの一部見直しを検討とあるが、その内容を明らかにすること。 

【検証項目】 

１． ワンマン運転実施以降の停止信号での乗降促進・ドア扱い、早閉め・早発の発生件数・ワンマン運転開始前との比較を明らかに

するとともに、原因究明の結果を示し解消に向けた対策を講じること。 

２． ワンマン運転実施以降の停車駅通過・通過駅停車の発生件数・ワンマン運転開始前との比較を明らかにするとともに、原因究明

の結果を示し解消に向けた対策を講じること。 

３． ＴＩＭＳ画面によるドア扱いについて成果と課題を明らかにすること。 

４． バディコムの使用開始に伴う成果と課題を明らかにし、取り扱い誤りに対する再発防止策と今後の運用について示すこと。 

５． 踏切における人身事故等、異常時における駆けつけの体制とその区分、指揮命令系統について明確にし、これまでの事例を踏ま

え対応力の向上を図ること。 

６． 団臨の乗務員と駅の養成方法・今後の運用についての考え方を示すこと。 

【改善項目】 

１． 人間工学に基づきＴＩＭＳ画面によるドア扱いを改め、物理ＳＷによるドア扱いができるよう改修すること。 

２． 混雑時間帯における各駅ホームの通勤対策の要員を配置すること。 

３． お客さまからの声に基づき、ワンマン運転実施以降、遅延が常態化していることから余裕を持ったダイヤ設定とするとともに、

安全確保・異常時対応能力向上のためラッシュ時間帯及び多客が見込まれる場合はツーマン運転を実施すること。 

【乗務員の休養に関する項目】 

１． ワンマン運転実施に伴い、乗務員の負担増になっていることから安全・健康を考慮し睡眠・食事を目的とした乗務の中断時間を

見直すとともに、休日出勤の常態化を是正し適正な要員を配置すること。またワンマン運転における乗務員の特殊性・労働密度

について見解を示すこと。 

 

 

 

 


